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イ
ラ
ン
・
イ
ラ
ク
戦
争
が
始
ま
る
。
１
億
円

拾
得
事
件
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
モ
ス
ク
ワ
大
会

に
日
米
中
独
な
ど
が
不
参
加

１
月
　

西
下
流
地
区
地
盤
沈
下
対
策
事
業
と
し
て

古
利
根
堰
の
改
築
に
着
手
（
対
策
事
業
は
昭

和
54
年
６
月
に
ス
タ
ー
ト
）

２
月
　
見
田
方
遺
跡
公
園
に
郷
土
資
料
収
納
館
が
完

成

３
月
　
第
１
回
公
民
館
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
越
谷
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
開
催

鉄
道
高
架
化
促
進
期
成
同
盟
会
が
結
成
さ
れ
る

４
月
　
千
間
台
小
学
校
、
桜
井
南
小
学
校
、
新
栄
中

学
校
が
開
校

地
域
体
育
館
と
し
て
初
の
北
体
育
館
が
開
館

５
月
　
目
の
不
自
由
な
方
へ
の
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
が

始
ま
る

６
月
　
あ
だ
た
ら
高
原
少
年
自
然
の
家
が
福
島
県
二

本
松
市
に
開
館

７
月
　
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
料
金
補
助
制
度
を
開
始

東
部
清
掃
組
合
第
二
工
場
し
尿
処
理
施
設
が

完
成

10
月
　
台
風
24
号
に
よ
り
市
内
に
被
害
が
で
る

11
月
　
市
長
選
に
お
い
て
島
村
慎
市
郎
氏
が
再
選

福
井
謙
一
氏
が
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
を
受
賞
。

夕
張
炭
鉱
（
北
海
道
）
で
事
故
が
発
生

３
月
　
せ
ん
げ
ん
台
駅
南
陸
橋
が
開
通

元
教
育
長
の
秋
山
長
作
氏
が
４
人
目
の
名
誉

市
民
に
な
る

４
月
　
南
体
育
館
が
開
館

県
立
越
谷
東
高
等
学
校
が
開
校

５
月
　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
設
立
さ
れ
る

６
月
　
福
祉
環
境
整
備
要
綱
が
実
施
さ
れ
る

越
谷
ア
メ
ニ
テ
ィ
八
景
が
市
民
投
票
で
決
定

８
月
　
都
市
提
携
委
員
会
が
発
足

９
月
　
台
風
18
号
に
よ
り
市
内
に
被
害
が
で
る

11
月
　
法
務
局
が
東
越
谷
に
開
設

12
月
　
越
谷
警
察
署
が
東
越
谷
に
新
築
・
移
転

新
方
川
改
修
が
河
川
激
甚
災
害
対
策
特
別
緊

急
事
業
に
採
択
さ
れ
る

日
航
機
が
羽
田
沖
に
墜
落
。
新
し
く
５
０
０

円
硬
貨
が
発
行
さ
れ
る
。
東
北
新
幹
線
、
上

越
新
幹
線
が
開
通

３
月
　
環
境
管
理
計
画
が
策
定
さ
れ
る

４
月
　
公
共
下
水
道
が
蒲
生
の
一
部
で
供
用
開
始

大
相
模
中
学
校
が
開
校

市
立
図
書
館
が
東
越
谷
に
開
館
す
る

５
月
　
第
１
回
市
民
環
境
賞
が
決
定

６
月
　
蒲
生
電
話
局
が
開
局

７
月
　
移
動
図
書
館
し
ら
こ
ば
と
号
が
２
台
に
な
る

９
月
　
第
１
回
伝
統
的
地
場
産
業
合
同
展
示
会
を
開

催

11
月
　
市
制
施
行
25
周
年
・
文
化
都
市
宣
言
記
念
式

典
が
執
り
行
わ
れ
る

第
１
回
消
費
生
活
展
を
開
催

12
月
　
消
防
署
大
相
模
分
署
が
開
署

越
谷
ひ
な
人
形
が
県
伝
統
的
手
工
芸
品
に
指

定
さ
れ
る

大
韓
航
空
機
墜
落
事
件
。
三
宅
山
噴
火
。
東

京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
が
開
園

３
月
　
越
谷
総
合
食
品
地
方
卸
売
市
場
が
開
場

第
２
次
越
谷
市
総
合
振
興
計
画
基
本
構
想
が

策
定
さ
れ
る

４
月
　
千
間
台
中
学
校
が
開
校

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
け
や
き
荘
」
が
開
館

建
築
行
政
全
般
を
司
る
特
定
行
政
庁
と
な
る

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ニ
ュ
ー
・
サ
ウ
ス
・
ウ

ェ
ー
ル
ズ
州
キ
ャ
ン
ベ
ル
タ
ウ
ン
市
と
姉
妹

都
市
提
携
調
印

５
月
　
西
体
育
館
が
開
館

９
月
　
越
谷
張
り
子
だ
る
ま
が
県
伝
統
的
手
工
芸
品

に
指
定
さ
れ
る

グ
リ
コ
・
森
永
事
件
。
１
万
円
、
５
０
０
０

円
、
１
０
０
０
円
の
新
札
が
発
行
さ
れ
る
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
衛
星
テ
レ
ビ
放
送
開
始

昭和55年昭和57年

▲市立図書館が開館〔昭和58年〕

▲市制施行25周年・文化都市宣言記念式典〔昭和58年〕

▲あだたら高原少年自然の家が二本松市（福島県）にオープン〔昭和56年〕

▲台風18号による被害〔昭和57年〕
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日
本
経
済
が
安
定
成
長
に
移
行
し
た
こ
ろ
か
ら
人
口

の
増
加
が
落
ち
着
き
は
じ
め
、
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動

な
ど
の
健
康
的
で
余
暇
を
楽
し
む
生
活
が
求
め
ら
れ
、

各
施
設
の
整
備
や
各
種
団
体
の
育
成
な
ど
の
施
策
が
進

め
ら
れ
ま
し
た
。
昭
和
60
年
（
１
９
８
５
）
に
は
、
人

口
が
25
万
人
を
突
破
し
ま
し
た
。
ま
た
、
快
適
で
便
利

な
生
活
が
営
め
る
よ
う
、
道
路
や
橋
、
公
園
、
公
共
下

水
道
、
鉄
道
の
高
架
複
々
線
化
事
業
な
ど
都
市
基
盤
の

整
備
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
昭
和
62
年
に
は
、
児
童
館

「
コ
ス
モ
ス
」
の
開
館
や
県
民
健
康
福
祉
村
の
オ
ー
プ
ン

が
あ
り
ま
し
た
。
昭
和
63
年
に
は
、
市
制
施
行
30
周
年

を
記
念
し
て
「
シ
ラ
コ
バ
ト
」
が
市
の
鳥
に
制
定
さ
れ

ま
し
た
。

平
成
に
入
る
と
東
武
鉄
道
伊
勢
崎
線
の
連
続
立
体
交

差
事
業
が
着
工
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
３
年
（
１
９
９
１
）

に
は
近
隣
公
園
と
し
て
、
全
国
初
の
本
格
的
日
本
庭
園

「
花
田
苑
」
が
、
平
成
５
年
に
は
「
こ
し
が
や
能
楽
堂
」

が
開
館
し
ま
し
た
。
平
成
６
年
に
は
、
一
部
高
架
が
開

通
し
、
元
荒
川
以
南
の
踏
切
８
カ
所
が
解
消
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
市
の
鳥
「
シ
ラ
コ
バ
ト
」
を
デ
ザ
イ
ン
し

た
し
ら
こ
ば
と
橋
が
開
通
し
、
市
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
り

ま
し
た
。

快
適
で
便
利
な
生
活
の
た
め

都
市
基
盤
を
整
備

昭和60年～平成6年

平成2年（1990年） 平成元年（1989年） 昭和63年（1988年） 昭和60年（1985年）昭和61年（1986年）昭和62年（1987年）

越谷50年の歩み

１
月
　
地
盤
沈
下
対
策
事
業
と
し
て
逆
川
改
修
が
始

ま
る

３
月
　
ア
メ
ニ
テ
ィ
タ
ウ
ン
計
画
が
策
定
さ
れ
る

４
月
　
防
災
行
政
無
線
市
内
98
カ
所
に
設
置

東
部
清
掃
組
合
第
二
工
場
ご
み
処
理
施
設
が

稼
働
す
る

５
月
　
人
口
が
25
万
人
を
突
破

７
月
　
全
国
初
の
ふ
れ
あ
い
公
園
（
借
地
方
式
）
制

度
を
開
始

９
月
　
環
境
保
全
条
例
が
制
定
さ
れ
る

10
月
　
市
長
選
に
お
い
て
島
村
慎
市
郎
氏
が
３
選

11
月
　
市
立
病
院
で
世
界
初
の
卵
管
内
受
精
に
よ
る

赤
ち
ゃ
ん
が
誕
生

第
１
次
行
政
改
革
大
綱
が
策
定
さ
れ
る

日
航
機
が
御
巣
鷹
山
（
群
馬
県
）
に
墜
落
。

つ
く
ば
で
国
際
科
学
技
術
博
覧
会
が
開
催

１
月
　
環
境
保
全
条
例
が
施
行
さ
れ
る

４
月
　
越
谷
郵
便
局
の
新
局
舎
が
完
成

地
裁
家
裁
簡
易
裁
判
所
が
東
越
谷
に
移
転

県
立
越
谷
総
合
技
術
高
等
学
校
が
開
校

キ
ャ
ン
ベ
ル
タ
ウ
ン
市
か
ら
の
初
の
公
式
使

節
団
が
来
市

５
月
　
あ
だ
た
ら
高
原
「
ふ
れ
あ
い
の
森
」
の
植
樹

を
開
始

８
月
　
台
風
10
号
に
よ
り
市
内
に
被
害
が
で
る

10
月
　
越
谷
駅
前
通
り
の
電
線
埋
設
工
事
が
始
ま
る

新
方
川
・
綾
瀬
川
が
河
川
激
甚
災
害
対
策
特

別
緊
急
事
業
に
採
択
さ
れ
る

11
月
　
定
使
野
橋
が
開
通

ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
号
」

爆
発
。
大
島
三
原
山
大
噴
火
。
チ
ェ
ル
ノ
ブ

イ
リ
原
発
事
故
。
東
京
サ
ミ
ッ
ト
が
開
催

３
月
　
越
ヶ
谷
久
伊
豆
神
社
周
辺
と
宮
内
庁
埼
玉
鴨

場
を
環
境
保
全
区
域
に
指
定

５
月
　
児
童
館
コ
ス
モ
ス
が
開
館

県
民
健
康
福
祉
村
が
オ
ー
プ
ン
す
る

６
月
　
せ
ん
げ
ん
台
駅
東
口
が
放
置
自
転
車
整
理
区

域
に
指
定
さ
れ
る

７
月
　
小
鹿
野
町
に
市
民
保
養
施
設
「
お
が
の
山
荘
」

を
開
設

９
月
　
総
合
体
育
館
が
完
成

11
月
　
東
武
鉄
道
伊
勢
崎
線
連
続
立
体
交
差
事
業
が

計
画
決
定
さ
れ
る

利
根
川
進
氏
が
ノ
ー
ベ
ル
医
学
生
理
学
賞
を

受
賞
。
国
鉄
が
分
割
民
営
化
さ
れ
る

１
月
　
第
一
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
が
新
築

２
月
　
越
谷
梅
林
公
園
が
開
園

３
月
　
さ
い
た
ま
博
開
幕
、
越
谷
ブ
ー
ス
お
よ
び
伝

統
的
手
工
芸
品
コ
ー
ナ
ー
な
ど
を
設
置

４
月
　
県
立
越
谷
西
養
護
学
校
が
開
校

姉
妹
都
市
キ
ャ
ン
ベ
ル
タ
ウ
ン
市
に
茶
室

「
越
谷
亭
」
を
贈
呈

５
月
　
市
立
病
院
と
中
国
・
丹
東
市
第
一
医
院
と
友

好
病
院
提
携

６
月
　
保
健
セ
ン
タ
ー
が
開
館

越
谷
市
教
育
委
員
会
と
ハ
ワ
イ
州
教
育
局
の

教
師
相
互
派
遣
協
定
が
調
印
さ
れ
る

８
月
　
市
道
30
路
線
の
愛
称
が
決
定

10
月
　
あ
だ
た
ら
高
原
「
ふ
れ
あ
い
の
森
」
の
植
樹

が
完
了

11
月
　
市
制
施
行
30
周
年
、「
シ
ラ
コ
バ
ト
」
が
市
の

鳥
に
制
定
さ
れ
る

北
部
市
民
会
館
が
開
館

世
界
最
長
の
青
函
ト
ン
ネ
ル
が
開
通
。
東
京

ド
ー
ム
が
完
成

１
月
　
建
設
省
か
ら
63
年
度
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
シ

テ
ィ
の
指
定
を
受
け
る

４
月
　
市
制
施
行
30
周
年
記
念
式
典
が
執
り
行
わ
れ
る

７
月
　
越
谷
都
市
計
画
都
市
高
速
鉄
道
東
武
鉄
道
伊

勢
崎
線
連
続
立
体
交
差
事
業
が
着
工
開
始

８
月
　
越
谷
駅
西
口
が
開
設

10
月
　
市
長
選
に
お
い
て
島
村
慎
市
郎
氏
が
４
選

11
月
　
初
代
越
谷
市
長
で
名
誉
市
民
の
大
塚
伴
鹿
氏

の
市
葬
が
行
わ
れ
る

昭
和
天
皇
崩
御
、「
平
成
」
と
改
元
。
消
費
税

が
導
入
さ
れ
る
（
３
％
）。
ベ
ル
リ
ン
の
壁
崩

壊
。
東
京
証
券
取
引
所
の
平
均
株
価
が
史
上

最
高
値
（
３
８
９
１
５
円
）
を
つ
け
る

２
月
　
「
越
谷
発
・
地
球
環
境
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を

開
催

３
月
　
吉
越
橋
が
開
通

４
月
　
花
田
小
学
校
が
開
校

７
月
　
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
・
シ
テ
ィ
整
備
基
本
計

画
が
承
認
さ
れ
る

▲市制施行30周年記念式典〔平成元年〕

▲児童館コスモスが開館〔昭和62年〕

▲あだたら高原「ふれあいの森」の植樹〔昭和61年〕
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こ
し
が
や
能
楽
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業
を
開

始

８
月
　
花
田
第
六
公
園
に
宇
田
家
長
屋
門
が
復
元

10
月
　
環
境
庁
の
「
ア
メ
ニ
テ
ィ
あ
ふ
れ
る
優
良
地

方
公
共
団
体
表
彰
」
を
受
け
る

バ
ブ
ル
経
済
が
崩
壊
。
東
西
ド
イ
ツ
が
統
一
、

ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
が
誕
生
。
大
学
入
試
セ

ン
タ
ー
が
第
１
回
試
験
を
実
施

３
月
　
建
設
省
「
う
る
お
い
・
緑
・
景
観
モ
デ
ル
事

業
」
の
指
定
を
受
け
る

４
月
　
第
２
次
越
谷
市
総
合
振
興
計
画
後
期
基
本
計

画
が
ス
タ
ー
ト

５
月
　
県
東
南
部
都
市
連
絡
調
整
会
議
が
発
足

８
月
　
自
治
省
の
「
地
球
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備

構
想
」
の
指
定
を
受
け
る

９
月
　
台
風
18
号
に
よ
り
市
内
に
被
害
が
で
る

10
月
　
近
隣
公
園
と
し
て
全
国
初
の
本
格
的
日
本
庭

園
「
花
田
苑
」
が
開
園

大
杉
橋
が
開
通

第
１
回
建
築
景
観
賞
を
決
定

越
谷
市
で
初
の
国
際
会
議
「
第
７
回
日
仏
ア

メ
ニ
テ
ィ
会
議
」
を
開
催

11
月
　
全
国
か
ら
約
１
０
０
０
人
が
参
加
し
、「
地
域

づ
く
り
全
国
交
流
会
議
」
を
開
催

貯
水
量
40
万
ト
ン
の
大
吉
調
節
池
が
完
成

12
月
　
新
栄
橋
が
開
通

湾
岸
戦
争
が
始
ま
る
。
雲
仙
普
賢
岳
が
約
２

０
０
年
ぶ
り
に
噴
火
。
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
が
消

滅
し
、
11
の
共
和
国
へ

２
月
　
向
畑
橋
が
開
通

４
月
　
中
央
市
民
会
館
が
開
館

６
月
　
第
１
回
子
ど
も
環
境
サ
ミ
ッ
ト
を
開
催

７
月
　
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
こ
ば
と
館
」（
中
央

市
民
会
館
内
）
が
開
館

８
月
　
越
谷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
南
部
出
張

所
が
開
所

国
際
景
観
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
'92
こ
し
が
や
を
開

催

９
月
　
環
境
庁
の
地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
の
実
験
都

市
「
エ
コ
ト
ピ
ア
２
０
０
０
」
に
指
定
さ
れ
る

フ
ラ
ン
ス
・
デ
ィ
ジ
ョ
ン
市
で
越
谷
市
設
計

の
日
本
庭
園
起
工
式
が
行
わ
れ
る

日
本
人
宇
宙
飛
行
士
毛
利
衛
氏
が
ス
ペ
ー
ス

シ
ャ
ト
ル
「
エ
ン
デ
バ
ー
号
」
に
搭
乗
。
国

連
平
和
維
持
活
動
協
力
法
（
Ｐ
Ｋ
Ｏ
法
）
が

成
立

２
月
　
環
境
自
治
体
国
際
会
議
'93
こ
し
が
や
開
催

３
月
　
エ
コ
ト
ピ
ア
計
画
が
策
定
さ
れ
る

４
月
　
資
源
化
セ
ン
タ
ー
内
の
不
燃
物
処
理
・
資
源

化
施
設
稼
働

千
代
田
橋
が
開
通

５
月
　
日
本
文
化
伝
承
の
館
「
こ
し
が
や
能
楽
堂
」

が
開
館

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー「
く
す
の
き
荘
」が
開
館

６
月
　
資
源
化
セ
ン
タ
ー
に
全
国
初
の
フ
ロ
ン
回
収

装
置
を
導
入

10
月
　
東
武
鉄
道
伊
勢
崎
線（
下
り
）の
一
部
高
架
が

開
通

市
長
選
に
お
い
て
島
村
慎
市
郎
氏
が
５
選

皇
太
子
徳
仁
親
王
、
小
和
田
雅
子
さ
ん
と
ご

成
婚
。
日
本
初
の
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
「
Ｊ
リ
ー

グ
」
が
開
幕

２
月
　
救
急
救
命
士
（
１
月
誕
生
）
に
よ
る
高
規
格

救
急
車
が
稼
働

農
水
省
主
催
の
「
農
村
環
境
保
全
機
能
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催

総
合
福
祉
計
画
が
策
定
さ
れ
る

４
月
　
資
源
化
セ
ン
タ
ー
に
、
不
燃
ご
み
の
最
終
残

渣
ゼ
ロ
を
目
指
し
、
比
重
差
選
別
機
導
入

８
月
　
架
け
替
え
た
不
動
橋
が
開
通

９
月
　
市
民
球
場
が
オ
ー
プ
ン

建
設
省
の
平
成
６
年
度
環
境
共
生
モ
デ
ル
都

市
（
エ
コ
シ
テ
ィ
）
に
指
定
さ
れ
る

10
月
　
図
書
館
に
野
口
冨
士
男
文
庫
を
開
設

11
月
　
東
武
鉄
道
伊
勢
崎
線
（
上
り
）
の
一
部
高
架

が
開
通
し
、
元
荒
川
以
南
の
踏
切
８
ヵ
所
が

解
消

し
ら
こ
ば
と
橋
が
開
通

松
本
サ
リ
ン
事
件
が
発
生
。
大
江
健
三
郎
氏

が
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
を
受
賞
。
関
西
国
際
空

港
が
開
港

▲老人福祉センター「くすのき荘」が開館〔平成５年〕

▲一部（下り）が高架となった東武鉄道伊勢崎線〔平成５年〕

▲日本庭園花田苑が開園〔平成３年〕

▲中央市民会館が開館〔平成４年〕
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地
方
分
権
の
進
展
に
よ
り
個
性
的
で
魅
力
的
な
ま
ち

づ
く
り
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
人
口
の

増
加
も
緩
や
か
と
な
り
都
市
施
設
が
充
実
し
、
成
長
す

る
ま
ち
か
ら
成
熟
す
る
ま
ち
へ
と
変
わ
り
つ
つ
あ
る
な

か
で
、
安
心
し
て
健
や
か
に
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
ま

ち
、
自
然
と
共
生
す
る
緑
豊
か
な
ま
ち
が
求
め
ら
れ
ま

し
た
。

平
成
７
年
（
１
９
９
５
）
に
は
、
県
立
越
谷
西
高
等

学
校
が
市
内
で
初
の
夏
の
甲
子
園
出
場
の
快
挙
を
成
し

遂
げ
ま
し
た
。
平
成
８
年
に
は
、
人
口
が
30
万
人
を
突

破
し
、
平
成
９
年
に
は
、
東
武
鉄
道
伊
勢
崎
線
が
越
谷

駅
以
南
で
高
架
複
々
線
と
な
り
、
ま
す
ま
す
利
便
性
が

高
ま
り
ま
し
た
。
平
成
10
年
に
は
、
市
制
施
行
40
周
年

記
念
式
典
が
執
り
行
わ
れ
、
市
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
と

子
ど
も
憲
章
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
11
年
に
は
、

福
祉
の
ま
ち
の
実
現
を
目
指
し
て
「
福
祉
憲
章
」
を
制

定
し
ま
し
た
。
ま
た
、
市
民
と
行
政
と
の
協
働
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
第
３
次
越
谷
市
総
合
振

興
計
画
が
平
成
12
年
に
策
定
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
16
年

に
は
、
彩
の
国
ま
ご
こ
ろ
国
体
の
開
催
、
国
道
４
号
線

東
埼
玉
道
路
が
開
通
し
ま
し
た
。
平
成
19
年
に
は
、
リ

サ
イ
ク
ル
の
拠
点
施
設
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
が
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。

そ
し
て
今
、
平
成
20
年
、
越
谷
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
が
ま

ち
開
き
し
、
21
世
紀
に
ふ
さ
わ
し
い
親
水
文
化
創
造
都

市
が
着
々
と
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

越
谷
ら
し
さ
を
前
面
に
打
ち
出
し
た

魅
力
的
な
ま
ち
づ
く
り
へ

平成７年～平成20年

平成10年（1998年）平成12年（2000年） 平成11年（1999年） 平成７年（1995年）平成８年（1996年）平成９年 平成９年（1997年）

越谷50年の歩み

１
月
　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
へ
救
援
活
動

４
月
　
都
市
防
災
河
川
等
整
備
構
想
を
策
定

第
三
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
が
完
成

５
月
　
児
童
館
ヒ
マ
ワ
リ
が
開
館

赤
山
交
流
館
が
開
館

８
月
　
県
立
越
谷
西
高
等
学
校
が
市
内
の
高
校
と
し

て
初
の
甲
子
園
出
場

公
共
施
設
案
内
・
予
約
シ
ス
テ
ム
「
越
谷
コ

ミ
ネ
ッ
ト
」
が
ス
タ
ー
ト

９
月
　
「
キ
ャ
ン
ベ
ル
タ
ウ
ン
野
鳥
の
森
」
が
開
園

10
月
　
東
部
清
掃
組
合
第
一
工
場
発
電
所
が
本
格
稼
働

群
馬
県
高
崎
市
と
災
害
時
に
お
け
る
相
互
応

援
に
関
す
る
協
定
を
締
結

阪
神
淡
路
大
震
災
が
発
生
。
地
下
鉄
サ
リ
ン

事
件
が
発
生
。
円
相
場
が
１
ド
ル
70
円
台
に

１
月
　
第
２
次
行
政
改
革
大
綱
が
策
定
さ
れ
る

４
月
　
消
防
署
大
袋
分
署
が
開
署

越
谷
甲
冑
が
県
伝
統
的
手
工
芸
品
に
指
定
さ

れ
る

市
立
病
院
に
院
内
学
級
「
お
お
ぞ
ら
学
級
」

が
開
設

５
月
　
大
沢
北
交
流
館
が
開
館

キ
ャ
ン
ベ
ル
タ
ウ
ン
野
鳥
の
森
で
公
立
動
物

園
で
は
全
国
初
と
な
る
ク
ル
マ
サ
カ
オ
ウ
ム

の
人
口
ふ
化
に
成
功

６
月
　
緑
の
森
公
園
越
谷
市
弓
道
場
が
オ
ー
プ
ン

都
市
防
災
河
川
等
整
備
構
想
に
基
づ
く
防
災
取

水
ピ
ッ
ト
と
マ
ン
ホ
ー
ル
の
第
１
号
が
完
成

７
月
　
福
島
県
二
本
松
市
と
災
害
時
に
お
け
る
相
互

応
援
に
関
す
る
協
定
を
締
結

10
月
　
南
部
図
書
室
（
越
谷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
内
）
が
開
設

12
月
　
人
口
が
30
万
人
を
突
破

日
米
が
普
天
間
飛
行
場
沖
縄
県
な
ど
の
返
還

に
合
意
。
病
原
性
大
腸
菌
「
Ｏ
１
５
７
」
に

よ
る
感
染
被
害
が
相
次
ぐ

３
月
　
越
谷
駅
以
南
の
東
武
鉄
道
伊
勢
崎
線
が
高
架

複
々
線
と
な
り
、
新
越
谷
駅
に
も
準
急
停
車

４
月
　
保
育
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
新
越
谷
駅
前
に
開
設

５
月
　
相
生
陸
橋
が
開
通

10
月
　
市
長
選
に
お
い
て
板
川
文
夫
氏
が
当
選

11
月
　
島
村
慎
市
郎
氏
が
市
長
退
任

市
立
病
院
内
「
お
お
ぞ
ら
学
級
」
が
、
東
越

谷
小
学
校
、
東
中
学
校
と
双
方
向
の
通
信
シ

ス
テ
ム
で
結
ば
れ
る
。
院
内
学
級
と
学
校
間

で
は
全
国
初

東
京
湾
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
が
開
通
。
香
港
が
イ

ギ
リ
ス
か
ら
中
国
に
返
還
さ
れ
る
。
消
費
税

が
５
％
に
な
る

３
月
　
キ
ャ
ン
ベ
ル
タ
ウ
ン
野
鳥
の
森
に
ワ
ラ
ビ
ー

が
贈
ら
れ
る

市
立
病
院
の
増
改
築
工
事
が
完
了
し
４
８
１

床
に
な
る

４
月
　
県
東
南
部
５
市
１
町
で
公
共
施
設
の
相
互
利

用
（
公
共
施
設
の
一
部
を
同
一
申
込
み
時
期
、

同
一
料
金
で
利
用
可
能
）
が
開
始

５
月
　
蒲
生
公
民
館
（
パ
コ
ム
）
が
開
館

出
羽
公
園
越
谷
市
相
撲
場
が
オ
ー
プ
ン

獨
協
医
科
大
学
越
谷
病
院
内
に
救
命
救
急
セ

ン
タ
ー
が
開
設

６
月
　
障
害
者
福
祉
交
流
セ
ン
タ
ー
「
し
ん
め
い
」

が
開
設

７
月
　
農
業
技
術
セ
ン
タ
ー
が
開
設

蒲
生
交
流
館
、
南
部
交
流
館
が
開
館

11
月
　
市
制
施
行
40
周
年
記
念
式
典
が
執
り
行
わ
れ
る

子
ど
も
憲
章
、
市
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
が
制

定
さ
れ
る

冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
長
野
大
会
が
開
催
。
郵

便
番
号
が
５
桁
か
ら
７
桁
へ
変
更

１
月
　
越
谷
市
子
育
て
サ
ロ
ン
が
開
設

４
月
　
河
川
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
併
設
し
た
新
方

公
民
館
（
な
の
は
な
）
が
開
館

埼
玉
県
立
大
学
が
開
校

９
月
　
越
谷
市
福
祉
憲
章
を
制
定

12
月
　
越
谷
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
特
定
土
地
区
画
整
理
事

業
に
着
手

地
域
振
興
券
が
発
行
さ
れ
る
。
脳
死
移
植
が

初
め
て
行
わ
れ
る

２
月
　
市
役
所
第
二
庁
舎
が
完
成

４
月
　
第
３
次
越
谷
市
総
合
振
興
計
画
が
ス
タ
ー
ト

11
月
　
桜
井
公
民
館
（
あ
す
ぱ
る
）
が
開
館

沖
縄
サ
ミ
ッ
ト
が
開
催
。
三
宅
島
噴
火
で
全

島
民
避
難
。
白
川
英
樹
氏
が
ノ
ー
ベ
ル
化
学

賞
を
受
賞

▲市制施行40周年記念式典〔平成10年〕

▲県立越谷西高等学校が甲子園に初出場〔平成７年〕

▲埼玉県立大学が開校〔平成11年〕
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平成13年（2001年）平成14年（2002年）平成15年（2003年）平成16年（2004年）平成17年（2005年） 平成17年平成19年（2007年） 平成18年（2006年）平成20年（2008年）

３
月
　
東
武
鉄
道
伊
勢
崎
線
の
高
架
複
々
線
化
が
完
成

第
１
回
越
谷
市
美
術
展
を
開
催

５
月
　
科
学
技
術
体
験
セ
ン
タ
ー
（
ミ
ラ
ク
ル
）
が

開
館

７
月
　
男
女
共
同
参
画
支
援
セ
ン
タ
ー
（
ほ
っ
と
越

谷
）
が
オ
ー
プ
ン

10
月
　
市
長
選
に
お
い
て
板
川
文
夫
氏
が
再
選

ア
メ
リ
カ
で
同
時
多
発
テ
ロ
が
発
生
。
野
依

良
治
氏
が
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
を
受
賞

11
月
　
南
越
谷
公
民
館
（
パ
レ
ッ
ト
）
が
開
館

い
き
い
き
館
（
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
ゆ
り

の
き
荘
」
と
市
民
プ
ー
ル
複
合
施
設
）
が
開
館

12
月
　
小
児
夜
間
急
患
診
療
所
が
開
所

福
祉
保
健
オ
ン
ブ
ズ
パ
ー
ソ
ン
制
度
が
開
始

し
ら
こ
ば
と
運
動
公
園
競
技
場
が
オ
ー
プ
ン

Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
日
韓
共
同
開
催
。

ノ
ー
ベ
ル
賞
W
受
賞
（
物
理
学
賞
・
小
柴
昌

俊
氏
、
化
学
賞
・
田
中
耕
一
氏
）

３
月
　
東
武
鉄
道
伊
勢
崎
線
と
地
下
鉄
半
蔵
門
線
・

東
急
電
鉄
田
園
都
市
線
が
相
互
乗
り
入
れ
開
始

４
月
　
特
例
市
に
移
行

消
防
本
庁
舎
が
開
設

10
月
　
越
谷
市
ま
ち
の
整
備
に
関
す
る
条
例
を
施
行

新
型
肺
炎
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
が
ア
ジ
ア
で
流
行
。
米

ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル
「
コ
ロ
ン
ビ
ア
号
」
が

空
中
分
解
。
個
人
情
報
保
護
法
が
成
立
、
住

基
ネ
ッ
ト
が
本
格
稼
動

４
月
　
市
内
13
地
区
に
地
区
セ
ン
タ
ー
を
設
置

９
月
　
彩
の
国
ま
ご
こ
ろ
国
体
開
催
、
サ
ッ
カ
ー

（
成
年
女
子
）
が
行
わ
れ
る

10
月
　
彩
の
国
ま
ご
こ
ろ
国
体
開
催
、
軟
式
野
球

（
成
年
）、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
（
成
年
男
子
６
人

制
）
が
行
わ
れ
る

国
道
４
号
東
埼
玉
道
路
が
一
部
開
通

11
月
　
保
存
民
家
大
間
野
町
旧
中
村
家
住
宅
の
一
般

公
開
を
開
始

新
潟
県
中
越
地
震
が
発
生
。
台
風
が
相
次
ぎ
、

日
本
列
島
へ
の
上
陸
が
最
多
の
10
個
に
。
79

年
ぶ
り
に
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
発
生

３
月
　
市
立
看
護
専
門
学
校
が
閉
校

４
月
　
産
業
雇
用
支
援
セ
ン
タ
ー
（
ス
テ
ッ
プ
ワ
ー

ク
こ
し
が
や
）
が
オ
ー
プ
ン

７
月
　
越
谷
市
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
を
施
行

８
月
　
越
谷
市
斎
場
（
増
林
）
の
供
用
を
開
始

10
月
　
市
長
選
に
お
い
て
板
川
文
夫
氏
が
３
選

11
月
　
農
産
物
直
売
所
蒲
生
店
（
と
れ
と
れ
の
）
が

オ
ー
プ
ン

Ｊ
Ｒ
西
日
本
福
知
山
線
で
脱
線
事
故
。
愛
知

県
で
日
本
国
際
博
覧
会(

Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
２
０
０

５)

が
開
催
。
耐
震
強
度
の
偽
装
で
不
安
が
広

が
る

３
月
　
荻
島
地
区
セ
ン
タ
ー
・
公
民
館
（
た
ん
ぽ
ぽ
）

が
開
館

４
月
　
第
３
次
越
谷
市
総
合
振
興
計
画
後
期
基
本
計

画
が
ス
タ
ー
ト

中
学
校
の
学
校
選
択
制
を
導
入

ご
み
の
分
別
方
法
（
８
品
目
か
ら
15
品
目
へ
）

が
変
更

10
月
　
南
越
谷
公
民
館
が
文
部
科
学
大
臣
か
ら
優
良

公
民
館
表
彰
を
受
賞

11
月
　
病
後
児
保
育
室
が
開
設

ワ
ー
ル
ド
・
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
・
ク
ラ
シ
ッ
ク

（
Ｗ
Ｂ
Ｃ
）
で
王
ジ
ャ
パ
ン
が
初
代
王
者
に
。

人
口
動
態
統
計
で
初
の
自
然
減
、
人
口
減
社

会
に
突
入
。

４
月
　
増
林
地
区
セ
ン
タ
ー
・
公
民
館
、
教
育
セ
ン

タ
ー
が
開
館

市
民
課
で
旅
券
（
パ
ス
ポ
ー
ト
）
の
申
請
・

発
給
業
務
を
開
始

８
月
　
最
高
気
温
40
・
４
度
を
記
録

10
月
　
越
谷
社
会
保
険
事
務
所
が
オ
ー
プ
ン

11
月
　
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
が
オ
ー
プ
ン

賞
味
期
限
改
ざ
ん
や
原
材
料
偽
装
な
ど
が
続

き
、「
食
」
の
安
全
・
信
頼
が
大
き
く
揺
ら
ぐ
。

日
本
列
島
74
年
ぶ
り
猛
暑
、
熊
谷
市
（
埼
玉

県
）
・
多
治
見
市
（
岐
阜
県
）
で
40
・
９
度

３
月
　
越
谷
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
駅
が
開
業

市
民
保
養
施
設
お
が
の
山
荘
を
廃
止

４
月
　
越
谷
市
安
全
で
安
心
な
防
犯
の
ま
ち
づ
く
り

条
例
、
越
谷
市
路
上
喫
煙
に
関
す
る
条
例
を

施
行
　
　

８
月
　
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
剣
道
大
会
を

開
催

11
月
　
市
制
施
行
50
周
年
記
念
式
典
を
開
催

北
海
道
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
が
開
催

▲リサイクルプラザがオープン〔平成19年〕

▲越谷レイクタウンオープニングフェスタ〔平成20年〕

▲男女共同参画支援センター「ほっと越谷」がオープン〔平成13年〕

▲彩の国まごころ国体〔平成16年〕
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道路整備

市
内
を
南
北
に
貫
通
す
る
日
光
街
道
は
、
江
戸
時
代
の
五
街

道
の
ひ
と
つ
に
数
え
ら
れ
、
国
道
４
号
と
な
っ
た
現
在
で
も
、

市
と
首
都
を
結
ぶ
主
要
な
幹
線
道
路
で
す
。
越
谷
市
も
こ
の
道

路
を
中
心
に
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

昭
和
33
年
（
１
９
５
８
）
の
市
制
施
行
当
時
の
人
口
は
４
万

８
３
１
８
人
、
市
内
に
自
動
車
は
わ
ず
か
９
３
９
台
、
51
人
に

１
台
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
市
で
は
、
昭
和
34
年
に
決
定

さ
れ
た
街
路
計
画
に
よ
り
都
市
計
画
道
路
の
整
備
を
順
次
進
め

て
き
ま
し
た
。
昭
和
37
年
に
は
、
東
武
鉄
道
と
地
下
鉄
日
比
谷

線
の
相
互
乗
り
入
れ
が
始
ま
り
人
口
が
急
増
、
草
加
バ
イ
パ
ス

の
建
設
や
新
し
い
都
市
計
画
法
が
施
行
さ
れ
て
、
都
市
計
画
道

路
は
度
々
見
直
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
市
内
に
あ
る
都
市
計
画

道
路
は
、
平
成
20
年
（
２
０
０
８
）
４
月
末
現
在
で
81
路
線
あ

り
総
延
長
１
１
２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
が
計
画
決
定
さ
れ
、
整
備
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

道
路
は
、
古
く
か
ら
人
の
往
来
や
物
資
の
流
通
を
支
え
て
き

ま
し
た
。
近
年
で
は
、
電
気
・
ガ
ス
・
水
道
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
を
収
容
す
る
空
間
と
し
て
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
災
害
時
に
は
避
難
経
路
と
な
り
、
救
援
・
救
急

活
動
を
支
え
る
と
共
に
、
延
焼
を
防
止
す
る
な
ど
都
市
の
貴
重

な
空
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

流
通
を
支
え
る
道
路
か
ら

都
市
機
能
の
中
の
重
要
な
役
割
へ東埼玉道路開通式

元荒川と 西用水に架かる
しらこばと橋

大相模地区と蒲生地区を結ぶ
相生陸橋

国道４号と国道463号

全線開通したころの
国道４号草加バイパス
（南荻島交差点付近）

電柱が地中化された
越谷レイクタウン地区内の道路

1
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鉄道整備

明
治
32
年
（
１
８
９
９
）
８
月
、
越
谷
に
初
め
て
蒸
気
機
関

車
が
走
り
ま
し
た
。
東
武
鉄
道
の
北
千
住
〜
久
喜
間
40
・
１
キ

ロ
が
開
通
し
、
越
ヶ
谷
停
車
場
（
現
在
の
北
越
谷
駅
）
が
大
沢
町

に
誕
生
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
蒲
生
停
車
場
、
越
ヶ
谷
停
車
場

（
現
在
の
越
谷
駅
。
そ
れ
ま
で
の
越
ヶ
谷
停
車
場
は
武
州
大
沢
駅

に
改
称
）
が
設
置
さ
れ
た
ほ
か
、
複
線
化
、
電
化
が
進
み
蒸
気

機
関
車
は
次
第
に
電
車
へ
と
切
り
替
え
ら
れ
て
い
き
ま
し
た
。

昭
和
37
年
（
１
９
６
２
）
に
東
武
鉄
道
と
地
下
鉄
日
比
谷
線

が
相
互
乗
り
入
れ
、
昭
和
48
年
に
は
、
国
鉄
（
現
在
の
Ｊ
Ｒ
）

武
蔵
野
線
が
開
通
、
昭
和
49
年
、
武
蔵
野
線
南
越
谷
駅
と
の
乗

換
駅
と
し
て
新
越
谷
駅
が
開
業
し
、
通
勤
・
通
学
が
ま
す
ま
す

便
利
に
な
り
ま
し
た
。

鉄
道
は
、
市
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
す
る
一
方
で
、
中
央
を

縦
断
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ま
ち
を
東
西
に
分
断
す
る
ほ
か
、
踏

切
で
の
交
通
渋
滞
や
事
故
、
鉄
道
輸
送
力
の
限
界
な
ど
の
諸
問

題
を
抱
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
高
架
複
々
線
化

事
業
が
計
画
さ
れ
て
平
成
元
年
（
１
９
８
９
）
か
ら
事
業
が
始

ま
り
ま
し
た
。
平
成
13
年
に
は
、
東
武
鉄
道
伊
勢
崎
線
の
高
架

複
々
線
が
完
成
し
、
踏
切
が
姿
を
消
し
て
交
通
渋
滞
は
解
消
さ

れ
、
市
の
東
西
の
隔
た
り
が
な
く
な
り
一
体
化
が
進
み
ま
し
た
。

平
成
15
年
に
は
、
東
武
鉄
道
伊
勢
崎
線
と
地
下
鉄
半
蔵
門

線
・
東
急
電
鉄
田
園
都
市
線
が
相
互
乗
り
入
れ
を
開
始
、
平
成

20
年
３
月
に
は
、
Ｊ
Ｒ
武
蔵
野
線
に
越
谷
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
駅
が

開
業
す
る
な
ど
更
な
る
発
展
を
続
け
て
い
ま
す
。

鉄
道
高
架
で
市
内
東
西
の

往
来
が
ス
ム
ー
ズ
に

越谷レイクタウン駅

地下鉄日比谷線乗り入れを
祝う出発式

新越谷駅に停車する東武鉄道
伊勢崎線の準急電車

開業した南越谷駅に停車する
武蔵野線の電車

北越谷駅周辺の
鉄道高架の工事

鉄道高架になる前の越谷駅
南側の踏み切り
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治水対策

古
く
か
ら
「
水
郷
こ
し
が
や
」
と
呼
ば
れ
、
元
荒
川
、
大
落

古
利
根
川
、
中
川
、

西
用
水
な
ど
多
く
の
河
川
・
用
水
が
市

内
を
流
れ
て
い
ま
す
。
肥
沃
な
農
地
を
潤
す
豊
か
な
川
の
水
は
、

時
と
し
て
洪
水
を
も
た
ら
し
農
作
物
や
生
活
に
大
き
な
被
害
を

与
え
て
き
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
河
川
整
備
事
業
の
必
要
性
が

求
め
ら
れ
中
川
水
系
な
ど
抜
本
的
な
治
水
事
業
が
施
行
さ
れ
ま

し
た
。
こ
う
し
た
事
業
の
進
ち
ょ
く
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
急
激

な
都
市
化
は
水
田
の
宅
地
化
に
よ
り
保
水
機
能
を
低
下
さ
せ
、

集
中
豪
雨
に
よ
る
浸
水
被
害
が
た
び
た
び
起
こ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
い
わ
ゆ
る
都
市
型
水
害
と
い
わ
れ
る
も
の
で
す
。
そ

こ
で
一
級
河
川
の
整
備
と
あ
わ
せ
て
、
浸
水
被
害
の
大
き
い
箇

所
に
つ
い
て
は
排
水
機
場
や
ポ
ン
プ
場
が
建
設
さ
れ
て
い
き
ま

し
た
。
昭
和
57
年
（
１
９
８
２
）
と
昭
和
61
年
の
台
風
の
際
に

は
、
２
度
に
わ
た
り
国
の
河
川
激
甚
災
害
対
策
特
別
緊
急
事
業

に
採
択
さ
れ
、
川
幅
の
拡
幅
や
橋
の
架
け
替
え
な
ど
が
進
め
ら

れ
ま
し
た
。
平
成
３
年
（
１
９
９
１
）
に
は
、
新
方
川
の
洪
水

を
防
ぐ
た
め
広
さ
10
・
３
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
貯
水
量
40
万
ト
ン
の

大
吉
調
節
池
が
完
成
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
平
成
11
年
に
は
、

水
防
の
た
め
の
監
視
室
や
ヘ
リ
ポ
ー
ト
を
備
え
、
水
防
活
動
の

拠
点
と
な
る
河
川
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
併
設
し
た
新
方
地
区

セ
ン
タ
ー
・
公
民
館
が
開
館
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
平
成
20
年

に
は
、
大
相
模
調
節
池
を
シ
ン
ボ
ル
と
し
た
親
水
文
化
創
造
都

市
「
越
谷
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
」
が
ま
ち
開
き
し
ま
し
た
。

浸
水
被
害
を
軽
減
　
　

河
川
・
用
水
を
整
備

大相模調節池

台風18号（平成３年）による浸水
被害

改修工事が進められていた
新方川

大吉調節池

越谷市洪水ハザードマップ

河川防災ステーションを併設した
新方地区センター・公民館
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